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瀬戸川累層群中の超塩基性岩 (3)

鮫島輝ず

( 11 回 目白......... - '- 叩 自問

千番好之 助 氏 は 蹴 戸 川 統 を 上 位 よ句中山周囲 .滝沢1iII..清之瀬倍 。ζ 分りたが .
12J(31( ii，(71($IW，UU，刷出的面倒的1側 91

当控室で数年にわた町行って来た地負調査によると .瀬戸川累島群は安倍川

流治比北方に向げて広 t分布していて .c.IT>ような三つの樹首fl中山崩群.

施択帰揖.市之搬h副書)1ζ 卦つ事は 畢当であると考えられる.三膳欝のうち上

位町二勝曹 は下位胸群を不lIf合勘 保 で 量 っ て い る が . 最 下 位 の 市 之 瀬 胞 の 下

底は不出で .三倉累k聖書とは断層で接していl.o

静両市漢和且久保 F滝沢脳群町下訟に姐"‘月Tで .枕状構造を示す飴岩とそ

れ陀伴う石庶民事長!k岩の中から.多数の動牧化石が昆 Il'.され， ιれ ら を 記 骸

141 
した*掛1略行且;は骨骨 111古剛り帥斡 群 で 日 な い か と し た .

(2 1) 
蛇lIr端験¥9i1l:J'¥:は浮通性右礼虫の研究によって ，融戸 JIIJl¥脂苗.陶Ii<の藤

枝附近比 ιれを湾、民合1(世って分場Bする大井川園酎量往来劇の埴肱時代を動新

制古自邸主レだ.己れ比よると融戸川11桂島曹は始新塩野文はそれよ η古 い 地 崩 群

を古む耕民 な る .

告 )11市北 方 的 三 側 斜 に 己 れを直血清叫闘の小岩体がい・置貨

がひど〈原岩の性質を掛かにし柑ないが.古帥石オ" -プ岩でめる事は問遣

いない.ιF組組主主性岩は世在家軒色高島灰岩属i を貰いているが. c.の地屠か

ら，~森島正夫氏比よって tt!監さ R た Lep1dccyclina makiya皿 aiが産出す

る。斎iIb常正氏。ζよればc.GnLepidc cyclina町周準は ，浮遊性有孔虫

G工Ciigerincidea biapher1ca zcnelζ 当句・中新結晶下位(T)Aqui t-

-anian IC相当する.

瀬 戸 川 累尉宮中向島出謀性岩悼と三笠廟脅中 F も的を同一活動出 lζ 属する

も R とす nば .そ F 貫入は新在家緑色凝灰岩m堆積後.即ち Aguitanl..o，川

主は Burdigaria nζ 行はれたものと考えられる.

瀬戸川累層群中 R 超塩基性告は 寸 べて滝沢屠書中佐c.nを買いて現出する

もので.勾勝目走向 iζ 伸長寸る巾数 10日冊.畳さ数 1"""岩駅をなして断続

的 IC現われ .島田市附近から安倍川源頭を趨え山梨県下児迄連続している.

(図書照 )
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Eの趨撞基性岩は一般に少量の透輝石を含む頑火陣石才りープ岩で. 7 0 

- 1 0 日州紋石化をれている・問的。E透陣毒事典してオ0)-夕、石油

ど含ま自陣岩となっていお場 合がめ η .豆炭酸塩化され菱苦土鉱と石英の混

合牲と な d ている部分も見出される.

朝比奈柑青羽恨の 80f，l:E鉱石化された.合透島石識氏陣石オリ ー プ岩を

分 析 した所 .房総半島鴨川町 のオりープ岩と jfr似しているが .鉄 ーマグネ シ

アが少( .アルミナーライム‘ γ ーダ Eびニアゲルが鞠々多い.

F 92 03" tが多いりは蛇畝石化作則。ζ 伴う酸化のために .オ りー プ石 白骨蝉

変負 6乙伴って植鉄鉱島が生じている為で ・k紋 石 化 を 畳 り る 前 の 原 岩 に はZ、
031:儀しか含まれていなかったものと考えられる. <.の事拡ノルム鉱骨組成

6ζ 大 き な 影 骨 を 与 え . ノ ル ム ih献拡が量るレ t多〈な o 陣石 オ" -プの

fS，fa成分が大量:少〈たってしまう.
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頑火輝石オ リーヂ岩分析値

静岡県志太出動比奈村背引桜 千葉県安房郵刷川町

水を除き慎鼻 ホをE金き棋算

81 02 37.8 ~ 43.3 1 37.67 43.2日
Al 03 1.32 1.5 1 日43 0.49 
Fe203 3. 7 8 4.33 4.7 & 5.48 
}I'62 0 2.8 8 3.3日 3.39 3.89 
Mg 0 36.54 4 1.白4 3 8. 9 3 44.65 
ca 0 2.6日 2.98 0.9口 1日5
Na20 O. 7 4 0.85 0.43 0.49 
K2 。 0.09 0.1日 0.09 0.1 0 
H2 。(吋 1 1. 2 6 1 1.26 
H2 。(ーj 1.44 1.4白

Ti 02 tr tr 
Mn 0 O. ~ 0 0.23 0.1♀ O. 1 4 
C(203 0.'4 2 日48 0.1 7 O. 1 9 
Ni 0 O. 9 4 1.08 日30 0.34 
P2 05 tr tr 

合 計 100.03 1 GO.O 1 9世95 100.00 

分析考 大西智 飯 島 輝 彦

d' 0.56 0.56 

ab 6.24 1.68 
an 

wo 5.39 1.87 

eq¥ 7.38 14.80 

f6 日32 0.51 
ac 1. 7 1 
fo 58.62 57.60 
fa 2.71 2.22 
mg 5.49 6.06 
cr 0.63 0.25 

ど0-
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